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Sheet1

				２０１１年の出荷額（生産額）の比較 ネン シュッカ ガク セイサンガク ヒカク

																		単位　億円 タンイ オクエン

						基準年推計 キジュン ネン スイケイ										第２次年次推計 ダイ ジ ネンジ スイケイ

						産業連関表 サンギョウ レンカンヒョウ		うち						製造業比率 セイゾウギョウ ヒリツ		工業統計（注） コウギョウ トウケイ チュウ		カバレッジ

						合計（ａ） ゴウケイ		製造業分（ｂ） セイゾウギョウ ブン		製造小売分 セイゾウ コウ ブン		農業経営体分 ノウギョウ ケイエイタイ ブン		（ｂ）／（ａ）		（ｃ）		（ｃ）／（ａ）

				清涼飲料水 セイリョウ インリョウスイ		25,830		25,830						100.0		19,615		75.9

				そう菜・すし・弁当 サイ ベントウ		21,360		16,622		4,594		144		77.8		16,572		77.6

				菓子類 カシルイ		30,012		25,096		4,826		90		83.6		29,325		97.7

				パン類 ルイ		15,072		12,596		2,454		22		83.6		12,567		83.4

				肉加工品 ニク カコウヒン		8,377		7,875				502		94.0		6,924		82.7

				冷凍魚介類 レイトウ ギョカイルイ		10,206		10,206						100.0		8,494		83.2

				鋼船 コウセン		21,417		21,417						100.0		21,701		101.3

				（注）２０１１年は、経済センサス実施年であるため、「経済センサス‐活動調査」の製造業分（品目編）の計数である。 チュウ ネン ケイザイ ジッシ ネン ケイザイ カツドウ チョウサ セイゾウギョウ ブン ヒンモク ヘン ケイスウ

				　　「製造業分」には、「半製品及び仕掛品」を含む。以下、同様。 セイゾウギョウ ブン ハンセイヒン オヨ シカカリ ヒン フク イカ ドウヨウ

				　　「鋼船」は防衛装備品を除く。以下、同様。 コウセン ボウエイ ソウビヒン ノゾ イカ ドウヨウ
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	スライド番号 1
	Ⅰ．改定差上位品目の特徴点（１）：製造業以外における生産が無視できない
	Ⅰ．改定差上位品目の特徴点（２）：生産活動のカバレッジが十分ではない
	Ⅰ．改定差上位品目の特徴点（３）：各府省の生産動態統計の整備が十分ではない
	Ⅰ．改定差上位品目の特徴点（４）：ＳＮＡ・産業連関表の基礎統計はまちまち
	Ⅱ．改定差上位品目の改善に向けた検討の方向性（暫定案）：改定差の要因検証

